


















































































  参考：和田維四郎『嵯峨本考』、1916年。 





































































大本  美濃判紙の半分の大きさ。縦２７センチ程度。※数値は目安。 
半紙本 半紙の半分の大きさ。  縦２４センチ程度。 
中本  大本の半分の大きさ。  縦１９センチ程度。 
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１９世紀  後期読本（江戸） 合巻 
滑稽本 
人情本 
 
 
 以上のように、書型とその内容が密接に関連していることが江戸時代の出版物の大きな特徴と言える。 
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